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MIC は “Most Impressive Color” の略称で，一年を
代表する『今年の色』を一色に絞ってその理由ととも
に応募いただく行事です．日本色彩学会創立 70 周年
記念事業の一環として 2018 年より企画され，現在 10
月中旬から 2 か月間募集し，結果を年末に HP 上で発
表しております．ICD は“International Colour Day”
の略称で，AIC（国際色彩学会）が提唱する色彩記念日
です．世界各国で様々なイベントが開催されており，
日本では 2019 年より 3 月の「春分の日」に MIC 授賞
式も執り行っております．MIC，ICD のいずれも，会
員以外の方々にも多数参加いただいております．

2021 年度より MIC・ICD 担当理事を拝命し，関
係の方々の温かいご協力のお陰で第 4 回，第 5 回の
MIC・ICD を無事に開催することができました．MIC 
2021 は 187 件の応募から ｢赤｣，MIC 2022 は 231 件
の応募から ｢緑｣ が授賞決定色となりました．MIC の
応募理由を考慮し，ICD2022 では『生活者と色彩』， 
ICD2023 では『平和と色彩』を特別企画の骨子とし，
実りあるご講演をいただけました．ICD のご講演内容
を参考に 2 年分の貴重な応募理由を振り返る機会も得
ました．
  『今年の色』はニュース映像として感情を動かされる
出来事に関連して頻繁に目にするものの色や配色，そ
の出来事に対する感情の方向性を示す象徴色がその年
の授賞色の傾向となり，その「色」の出来事の数が多
いほど，さらに実生活で日常に何らかの影響を及ぼし
印象に残る身近なものの「色」が重複するほど該当色
の応募数が伸びたと感じております，例えば，2021 年

は無観客開催でのオリンピック（東京 2020），大リー
グでの大谷選手の活躍など，映像を介して頻繁に目に
するユニフォームの「赤」，感動や勇気づけの象徴色と
しての「赤」，日常生活では COVID-19 の自粛期間に関
連して，緊急事態宣言発令の目安となる点灯色，警戒
サイン色などの「赤」を常に気にかけて過ごしました．
また，2022 年はコロナ禍収束を期待する状況下で戦争
や国葬といったニュースが重なり，ウクライナの国旗
の色，ゼレンスキー大統領の上衣の色に加え，現地の
悲惨な状況を伝える映像には背景として常に遠景の
木々の「緑」を視覚情報としてとらえていました．出
来事に心が動かされ，そこから多くの人がいだいた感
情の方向性は平和を願う象徴として思いに端を発した
緑色のイメージと一致しました．日常生活では，エコ
ロジーな観点の高まりも相まって，自然界の「緑」の
大切さを実感する年であり，前年度から流行しはじめ
たグリーン系のアイテムもファッションだけでなく，
家電やインテリアなど，より多くの身近なものの色の
選択肢として目にする機会が増えました．MIC の『今
年の色』は未来的な流行色や振り返りの過去の象徴色
としてではなく，まさにリアルタイムで社会情勢を反
映する流行色として参考になるのではないかとも考え
ております．

MIC 2023・ICD2024 も引き続き，色彩学会の行事
として継続，定着させるべくより多くの方々に応募・
参加していただけるよう尽力いたす所存です．ご支援
のほど，何卒よろしくお願い申し上げます .

巻頭言　MIC・ICD

理事・MIC・ICD担当　高田 瑠美子（Color Designer）
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From the subject of imaging apparatus and
esearch of color

桑山 哲郎チタンの陽極酸化膜による着色
 Coloring with titanium anodized film

 画像機器と色の研究を巡る話題から

連載第５１回

　街の中で鮮やかな色に出会うと，その色がどのような
メカニズムで作り出されているのか気になります．今回
は，金属の表面が鮮やかな色に着色されている話題を取
り上げます．Fig.1をご覧ください．ビル壁面の文字にあ
るように八王子駅前です．「絹の舞」と名付けられたこ
のモニュメントは「絹織物のまち八王子」のシンボルと
して1999年に北口に設置されました．「八」の文字の形
に絹の布がかけられている姿とのことですが，この写真
では左右逆向きになっています．金属であるチタンを陽
極酸化処理することにより，この鮮やかな色が作られま
す．酸化チタンの透明な膜が金属表面を覆い，表面反射
と裏面反射の光の間の干渉で生じる膜です．Fig.2は，モ
ニュメントの一部分で一辺１メートル以下の４角形の板
がつなぎ合わされています．陽極酸化処理には電解液の
液槽が必要ですが，小規模な設備でも製造には問題がな
いことが分かりました．チタンの陽極酸化膜は，チタン
が軽くて強度が高いことに加え，直射日光に対する耐光
性と，温度・湿度に対する耐候性両方に優れていて，建
築物に用いるのに適しているとされています．
　チタンの陽極酸化膜が用いられているもう
一つの建物に心当たりがあったので，再訪し
てFig.3を撮影しました．横浜信用金庫横浜西
口店のビルの最上部です．画面正面には着色
されたテープ形の板が6枚見えますが，ビル
の反対側と合計すると，14枚の金属板が用い
られています．このビルは1976年に建設さ
れたとなっていますが，デザインの詳細は不
明です．

　建築物の外面にチタンの陽極酸化処理材を用いること
について情報収集をしていたところ，これまであまりに
知識不足だったということが分かりました．神社やお寺
の屋根瓦など落ち着いた色の外装の多くが，チタンの陽
極酸化処理によるものなのです．Fig.4は，良く知られて
いる東京ビッグサイトです．魅力的な光沢感を持った外
装材ですが，個々の部品は最大でも５メートル以下，意
外に小さいことが分かりました．設計者が望む色と光沢
感をムラなく実現するには，高精度の生産管理が必要と
思われますが，見事に出来上がっています．
　最後に，極小の液槽でも生産できると思われる商品を
見つけました．Fig.5のナイフ，スプーン，フォークは百
円ショップ「セリア」で出会いました．ステンレスにチ
タンをコート，陽極酸化処理が行われています．この商
品でも色ムラを商品設計の魅力としています．構造色の
利用は，気が付かない場所でも行われていることが分か
りました．

Tetsuro  KUWAYAMA

Fig.1　八王子駅前のモニュメント
　　　　（2023 年 5 月写真撮影著者，以下同じ）
Fig.2　着色板の細部
Fig.3　オフィスビル上部の着色板（横浜信用金庫横浜

　　　 西口支店）
Fig.4　東京ビッグサイトビル
Fig.5　チタンの陽極酸化膜で着色したナイフ，スプーン，
　　　  フォーク
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